
 

 

愛知県感染症情報 
 

   平成 13 年第 29 週（7 月第 3 週） 

（コメント）                                

 ヘ ルパンギーナ、手足口病はピークをむかえているので注意してく

ださい。咽頭結膜熱の定点・週あたりの報告数は、 0.33（ 1,735 人 /182

定点×29 週）で、昨年の 0.07（ 631 人 /182 定点×52 週）の約 4.7 倍に

なっています。流行性耳下腺炎は昨年より多い状況が続いています。  

 全国状況（第 27 週）にもあるように麻疹の報告数が多いです。  

愛知県における最近の麻疹の流行状況については、（ h t t p : / / w w w . p re f . a i

ch i . jp /e i se iken /）をご覧ください。  

手 足 口 病 （名 古 屋 市 を 含 む 。 平 成 1 1 年 は 、 1 3 週 （ 4 月 1 日 ～ ） か ら ）
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（定点の先生方からのコメント）  

 尾張西部地区   

・  手足口病多いです。生後１ヶ月の百日咳あり。  

  （一宮市  あさのこどもクリニック）  

・  ヘルパンギーナとヘルペス性歯肉口内炎併発  １例  

  咽頭結膜熱と伝染性紅斑併発  １例  

  手足口病流行中。  

  （一宮市  後藤小児科医院）  

http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/
http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/


 

・  病原性大腸菌感染者 O18（ 30 歳女、２歳男）、 O27 12 歳女  

  O144 ８歳女、 O126 29 歳女。  

  手足口病、ヘルパンギーナが流行しています。  

  （尾西市  城後小児科）  

・  O18 １人   

  （犬山市  武内医院）  

・  ヘルパンギーナ多発。アデノ様発熱多し。プール熱以外のアデノ

感染症１歳～６歳７名、 30 歳代１名。手足口病減少傾向。原因不

明のウイルス性とみられる発疹症多くみられる。  

  （岩倉市  医療法人なかよしこどもクリニック）  

・  手足口病、ヘルパンギーナの流行が続いています。  

  （江南市  みやぐちこどもクリニック）    

・ ア デノウィルス感染症によると思われる高熱の続く患者が多い様

です。  

   （春日町   丹羽医院）  

・ 手足口病、ヘルパンギーナ増加。  

  （新川町  三輪医院）  

 尾張東部地区  

・  アデノウイルス感染も多くみられます。ヘルパンギーナは流行中

です。  

  （瀬戸市  津田こどもクリニック）  

・  ヘルパンギーナの流行が続いています。（急増）アデノウイルス

感染症やや落ち着いたようです。今週は突発疹が目立ちました。  

  （尾張旭市  佐伯小児科医院）  

・  ヘルペス性歯肉口内炎  ４歳  

  （美浜町  愛知県厚生農業協同組合連合会知多厚生病院）  

・  水痘がまだ流行しています。伝染性膿痂疹が多くなってきました。   

（春日井市  かちがわ北病院）  

・  ヘルパンギ－ナ流行つづいています。プ－ル熱がみられるように

なりました。  

  （春日井市  朝宮こどもクリニック）  

・  流行性耳下腺炎流行。ヘルパンギ－ナ小流行。無菌性髄膜炎はム

ンプス以外は流行なし。     

  （小牧市  小牧市民病院）  

・  ヘルパンギ－ナ。手足口病が目立ちます。    

  （小牧市  志水こどもクリニック）  



 

・  手足口病が多い様です。  

  （小牧市  鈴木小児科）  

 西三河地区    

・  カンピロバクター  11 歳女  

  （豊田市  やふそ小児科）  

・  病原性大腸菌 O6 1 歳男  

    （豊田市  星ヶ丘田中こどもクリニック）  

・  感染性胃腸炎の 11 ヶ月女ロタウイルス（＋）、腸炎ビブリオ  ９

歳男。マイコプラズマ感染多し。  

  （岡崎市  小児科延寿堂杉浦医院）  

・  ロタウイルス（＋）  ３歳男  

  （岡崎市  医療法人深田小児科）  

・  病原性大腸菌 O86ａ  ４歳男  

   （岡崎市  花田こどもクリニック）  

・  病原性大腸菌 O6 VT1・ 2（－）  ２歳男  

  （岡崎市  にいのみ小児科）  

・  病原性大腸菌 O18 とカンピロバクター  10 歳女  

  （岡崎市  医療法人川島小児科水野医院）  

・  ヘルパンギーナ増加傾向  

（碧南市  永井小児クリニック）  

・  咽頭結膜熱は減少し、ヘルパンギーナは増加。  

  （西尾市  やすい小児科）  

・ サルモネラ胃腸炎   １名  

   （豊川市  ささき小児科）  

 

 

 

 （ 1～ 3 類感染症の発生状況）  

●腸管出血性大腸菌感染症患者 3 名  

・  瀬戸保健所から報告の 3 歳男。 7/11 発病、 7/14 初診、 7/18 診定。

菌型は、 O157 VT1・ 2（＋）。  

・  安城保健所から報告の 4 歳女。 7/16 発病、 7/17 初診、 7/19 診定。

菌型は、 O157。  

・  新城保健所から報告の 2 歳男。 7/6 発病、 7/13 初診、 7/19 診定。

菌型は、 O26 VT1（＋）。  

 



 

●腸管出血性大腸菌保有者 2 名  

・  瀬戸保健所から報告の 49 歳女。 7/21 初診、 7/21 診定。菌型は、

O157 VT1・ 2（＋）。  

・  新城保健所から報告の 8 歳男。 7/20 初診、 7/22 診定。菌型は、

O26 VT1（＋）。  

    

 （全数把握の 4 類感染症の発生状況）  

  報告はありません。  

 

 病原体検出情報  

 病 原 体 検 査 定 点 か ら 搬 入 さ れ た 手 足 口 病 の 患 者 さ ん か ら コ ク サ ッ

キー A16 型ウイルスが分離されております（ 4/9 人）。昨年流行したエ

ンテロウイルス 71 型は今のところ分離されておりません。  

 

 

◆  第 27 週（ 7 月 2 日～ 7 月 8 日）の 4 類感染症の全国状況  

 流行性耳下腺炎は、最近 10 年間の同時期と比較して最大の定点当た

り報告数が続いており、都道府県別では石川県 6.2 、福井県 4.8 、佐

賀県 4.3 などの報告がある。流行性角結膜炎の定点当たり報告数は、

最近 5 年間の同時期と比較してかなり多くなっており、都道府県別で

は福井県 6.0 、茨城県 4.3 、長崎県 3.9 などの報告がある。咽頭結

膜熱は、最近 10 年 間の同時期と比較して最大の定点当たり報告数が

2000 年第 41 週から続いており、夏の本格的なシーズンに向けて増加  

中である。麻疹、ヘルパンギーナ、伝染性紅斑などの定点当たり報告

数は、最近 5 年間の同時期と比較してやや多くなっている。  

（ Infectious Diseases Weekly Reportより抜粋   

  厚生労働省感染症研究所感染症情報センター感染症情報室提供）  


